
議案第９４号

青梅市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例

上記の議案を提出する。

令和７年２月１８日

提出者 青梅市長 大勢待 利 明

（説明）

人事院勧告および東京都人事委員会勧告を踏まえ、扶養手当、地域手当

および管理職員特別勤務手当を改めたいので、この条例案を提出いたしま

す。

青梅市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例

（青梅市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正）

第１条 青梅市一般職の職員の給与に関する条例（昭和２６年条例第１２

号）の一部を次のように改正する。

第７条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６

号までを１号ずつ繰り上げ、同条第３項第１号中「配偶者、」を削り、

「前項第１号および第３号から第６号まで」を「前項第２号から第５号

まで」に改め、同項第２号中「前項第２号」を「前項第１号」に、

「９，０００円」を「１３，０００円」に改める。

第８条第３項第３号および第４号中「配偶者、」を削る。

第８条の２第２項中「１００分の１５」を「１００分の１６」に改め

る。

第８条の３第１項第２号中「、配偶者」の次に「（届出をしないが事



実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。以下同じ。）」を加える。

第１７条の３第２項中「勤務を要しない日または休日以外の日の午前

零時から午前５時までの間」を「午後１０時から翌日の午前５時までの

間（勤務を要しない日または休日に含まれる時間を除く。）」に改め、

同条第３項各号列記以外の部分中「定める額」の次に、「（前２項に規

定する勤務に従事する時間等を考慮して市規則で定める勤務にあつては

その額に１００分の１５０を乗じて得た額）」を加え、同項第１号ただ

し書を削る。

（青梅市病院事業企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一部

改正）

第２条 青梅市病院事業企業職員の給与の種類および基準に関する条例

（平成１６年条例第２５号）の一部を次のように改正する。

第４条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６

号までを１号ずつ繰り上げる。

第８条の２中「、配偶者」の次に「（届出をしないが事実上婚姻関係

と同様の事情にある者を含む。以下同じ。）」を加える。

第１４条の２第２項中「勤務を要しない日または休日以外の日の午前

零時から午前５時までの間」を「午後１０時から翌日の午前５時までの

間（勤務を要しない日または休日に含まれる時間を除く。）」に改める。

（青梅市モーターボート競走事業企業職員の給与の種類および基準に関

する条例の一部改正）

第３条 青梅市モーターボート競走事業企業職員の給与の種類および基準

に関する条例（令和３年条例第２７号）の一部を次のように改正する。

第４条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６

号までを１号ずつ繰り上げる。

第１２条第２項中「勤務を要しない日または休日以外の日の午前零時

から午前５時までの間」を「午後１０時から翌日の午前５時までの間（勤

務を要しない日または休日に含まれる時間を除く。）」に改める。

第１６条第２項中「が配偶者」の次に「（届出をしないが事実上婚姻

関係と同様の事情にある者を含む。以下同じ。）」を加える。

付 則

（施行期日）



１ この条例は、令和７年４月１日（以下「施行日」という。）から施行す

る。

（扶養手当に関する経過措置）

２ 施行日から令和８年３月３１日までの間における第１条の規定による

改正後の青梅市一般職の職員の給与に関する条例第７条および第８条の

規定の適用については、第７条第２項中「(5) 重度心身障害者」とある

のは

「(5) 重度心身障害者

(6) 配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を

含む。）」

と、同条第３項中「(2) 扶養親族たる子（前項第１号に掲げる扶養親族

たる子をいう。以下同じ。） １３，０００円」とあるのは

「(2) 扶養親族たる子（前項第１号に掲げる扶養親族たる子をいう。以

下同じ。） １１，５００円

(3) 扶養親族たる配偶者（前項第６号に掲げる扶養親族たる配偶者を

いう。） ３，０００円（行（一）４級等職員の扶養親族たる配偶者

にかかる扶養手当は支給しない。）」

とし、第８条第３項第３号中「扶養親族たる父母等」とあるのは「扶養

親族たる配偶者、父母等（前条第２項第２号から第６号までに掲げる者

をいう。以下同じ。）」と、同項第４号中「扶養親族たる父母等」とある

のは「扶養親族たる配偶者、父母等」とする。

３ 施行日から令和８年３月３１日までの間における第２条の規定による

改正後の青梅市病院事業企業職員の給与の種類および基準に関する条例

第４条第２項の規定の適用については、「(5) 重度心身障害者」とあるの

は、

「(5) 重度心身障害者

(6) 配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を

含む。）」

とする。

４ 施行日から令和８年３月３１日までの間における第３条の規定による

改正後の青梅市モーターボート競走事業企業職員の給与の種類および基

準に関する条例第４条第２項の規定の適用については、「(5) 重度心身障



害者」とあるのは、

「(5) 重度心身障害者

(6) 配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を

含む。）」

とする。


